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高崎玉村スマートインターチェンジ
北側の約 20 ヘクタールの土地

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

Ｑ
給
食
費
の
滞
納
が
︑

他
町
と
比
べ
大
変

多
い
が
︒

︿
教
育
長
﹀　
平
成
24

年
度
末
の
滞
納
額
は

１
９
１
６
万
円
超
だ
が
、

こ
れ
は
平
成
11
年
度
か
ら

14
年
間
の
総
額
で
あ
る
。

住
所
・
転
居
先
不
明
が
多

い
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ

る
。
債
権
管
理
条
例
に
基

づ
き
、
提
訴
も
考
慮
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
強
い
姿

勢
で
収
納
に
努
め
た
い
。

Ｑ
高
崎
玉
村
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
北
側
に
︑

約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の

大
型
商
業
施
設
を
つ
く
る

計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
︒

︿
町
長
﹀　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
を
設
置
し
、
土

地
利
用
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
民
間
企
業
か
ら
、
商

業
系
で
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

を
進
め
る
べ
き
だ
と
の
提

言
を
い
た
だ
き
、
現
在
県

と
の
調
整
・
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
は
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
と
は
異
な
り
、

半
径
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
内
と
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
る
。
群
馬
県
内

や
関
越
自
動
車
道
沿
い
に

は
な
く
、
玉
村
町
の
新
た

な
玄
関
口
と
な
り
、
波
及

効
果
も
期
待
で
き
る
。

Ｑ
町
長
が
任
命
す
る

人
事
は
︑
論
功
行

賞
的
な
こ
と
は
な
い
か
︒

︿
町
長
﹀　
農
業
公
社
の
理

事
長
は
、
理
事
会
の
決
議

に
よ
り
選
任
さ
れ
る
。
社

会
福
祉
協
議
会
長
は
評

議
員
か
ら
の
選
任
で
、
互

選
に
よ
り
決
定
す
る
。
公

民
館
長
は
文
化
セ
ン
タ
ー

所
長
が
兼
ね
る
こ
と
が
で

き
、
教
育
委
員
会
に
諮
り

任
命
す
る
。

Ｑ
小
中
学
校
の
全
教
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
︑
本
年
９
月
定
例

議
会
後
の
検
討
結
果
を
問
う
︒

︿
教
育
長
﹀　
９
月
20
日
に
管
内

校
長
会
か
ら
エ
ア
コ
ン
設
置
の

要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
教
育

委
員
会
と
し
て
、
必
要
性
は
理

解
し
て
い
る
。
町
の
財
政
事
情

等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
関
係
者

と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
長
岡
藩
の
米
百
俵
の
話

の
よ
う
に
︑
子
ど
も
た

ち
に
必
要
な
こ
と
は
最
優
先
で

実
施
さ
れ
た
い
︒

︿
教
育
長
﹀　
検
討
す
る
。

Ｑ
玉
村
町
の
学
校
給
食
費

の
滞
納
額
は
︑
県
内
に

お
い
て
最
悪
で
あ
る
︒
そ
の
原

因
と
対
策
に
つ
い
て
問
う
︒

︿
教
育
長
﹀　
住
所
不
明
や
生
活

保
護
者
に
な
る
等
の
経
済
的
理

由
に
よ
る
未
納
が
主
な
要
因
で

あ
る
。
従
来
の
戸
別
訪
問
等
に

加
え
、
債
権
管
理
条
例
に
基
づ

く
徴
収
を
も
検
討
す
る
。

Ｑ
玉
村
町
の
学
校
給
食
は
︑

各
学
校
で
調
理
す
る「
自

校
方
式
」
に
変
え
る
と
と
も
に
︑

民
間
委
託
を
や
め
た
ら
ど
う

か
︒

笠 原 則 孝

小中学校の教室にエアコンを設置する
ことについて再度問う

町町の財政事情も考慮しながら検討を進めたい 町 田 宗 宏

給
食
費
の
滞
納
状
況
の
実
態
は

町
引
き
続
き
、
強
い
姿
勢
で
収
納
に
努
め
る
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近々４車線化となる国道 354 号バイパス
（東毛広域幹線道路）

台風による大雨で冠水した道路

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

Ｑ
た
ま
む
ら
道
の
駅

︵
仮
称
︶の
計
画
及

び
国
道
３
５
４
号
バ
イ
パ

ス
北
側
の
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
開
発
計
画
に
つ
い
て
伺

う
︒

︿
町
長
﹀　
た
ま
む
ら
道
の

駅
（
仮
称
）
は
、
平
成
27

年
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

設
計
、
用
地
交
渉
が
順
調

に
進
ん
で
い
る
。
建
設
の

目
的
は
町
の
活
性
化
の
た

め
で
あ
り
、農
産
物
直
売
、

地
域
物
産
品
の
販
売
を
核

と
し
た
施
設
と
文
化
交
流

の
場
と
し
て
、
災
害
発
生

時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し

て
活
用
し
た
い
。
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
町
の
新
た
な
玄
関
口

と
し
て
産
業
構
想
拠
点
と

位
置
づ
け
、
商
業
系
・
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
進

め
る
よ
う
計
画
し
、
県
に

相
談
し
て
い
る
。

Ｑ
３
５
４
号
バ
イ
パ

ス
の
４
車
線
化
に

伴
う
安
全
対
策
・
周
辺
開

発
・
交
通
網
整
備
に
つ
い

て
︑
町
の
考
え
を
伺
う
︒

︿
町
長
﹀　
バ
イ
パ
ス
に
接

続
す
る
主
要
道
に
は
歩
道

を
整
備
し
、
中
央
分
離
帯

や
歩
車
道
に
は
植
樹
帯
を

設
け
る
な
ど
安
全
対
策
を

講
じ
る
。
近
々
４
車
線
で

開
通
し
た
後
は
、
農
業
・

工
業・商
業・定
住
施
策
な

ど
町
内
外
の
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
、
町
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
適
切
な

土
地
利
用
を
図
っ
て
い
き

た
い
。３
５
４
号
バ
イ
パ
ス
、

藤
岡
大
胡
バ
イ
パ
ス
に
効

果
的
に
接
続
で
き
る
よ
う

町
道
整
備
を
目
指
す
。

Ｑ
災
害
発
生
時
の
対

応
・
準
備
は
︒

︿
町
長
﹀　
現
在
26
の
施
設

を
災
害
時
指
定
避
難
場
所

に
指
定
し
て
い
る
。
防
災

倉
庫
に
水
や
非
常
食
な
ど

を
保
管
し
、
食
料
・
応
急

復
旧
な
ど
に
関
連
し
、
民

間
企
業
と
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。

︿
教
育
長
﹀　「
自
校
方
式
」
に
変

え
る
に
は
、
多
額
の
初
期
投
資

と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か

る
。
現
状
の
方
式
で
い
き
た
い
。

民
間
委
託
し
て
い
る
業
務
も
順

調
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
ま
ま
続
け
た
い
。

Ｑ
降
雨
の
た
び
に
道
路
冠

水
や
住
宅
へ
の
浸
水
被

害
が
発
生
す
る
地
域
が
あ
る
︒

調
査
の
上
改
善
さ
れ
た
い
︒

︿
町
長
﹀　
冠
水
や
浸
水
状
況
等

を
調
査
の
上
、
排
水
路
の
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

渡 辺 俊 彦

高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
の

進
捗
状
況
は

 
町
玉
村
町
発
展
の
た
め
の
土
地
利
用
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く




